
令和８年４月１日 

都民・区民の皆様へ 

 

放課後等デイサービス車両の増加に伴う本校の取組と現状について 

 

日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

本校に関係する来校車両、特に放課後等デイサービス事業所（以下「放デイ」）の送迎

車両の増加に伴う現状と、安全確保に向けた取組について、御報告いたします。 

 

１ 本校の現状について 

本校は、ここ 10 年で児童・生徒数が急増しており、令和８年４月現在の在籍数は 433

名となっています。小学部・中学部が設置された都立特別支援学校の中でも最大規模の

学校となっています。 

これに伴い、放課後等デイサービスを利用する児童・生徒も増加し、下校時には 40

を超える事業所が送迎のために来校する状況です。曜日や下校時刻によっては、1日に

最大 50 台近い送迎車両が校地内に乗り入れる場合もあります。 

 

２ 車両の入出庫状況について 

（１）放課後等デイサービス事業所車両（以下車両）を正門①から入庫、正門②から出庫

させています。 

  ※数十台について校庭門から入出庫させています。 

（２）概ね 40台前後の車両が校地内に乗り入れます。 

（３）夕方の通勤通学帯に重なると、公道の交通と歩道を往来する歩行者や自転車の往来

の妨げとならないようにするため、入出庫に時間を要する状況にあります。 

（４）令和７年 4月以降スクールバスの増車に伴って、上図のように一部のスクールバス

が校庭に乗入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 安全確保と交通への配慮に向けた取組 

地域の皆様への影響を最小限に抑えるため次のような取組を行っています。 

（１）保護者の来校について 

保護者の方の来校時には、自家用車の利用を控えていただき、原則として徒歩・自

転車・公共交通機関の利用をお願いしています。 

（２）放デイ送迎車両への対応 

放デイ送迎車両については、校地内の安全確保を第一に考え、スクールバス下校便

発車後に校地内へ入庫する台数を調整しています。 

また、狭いスペースで多数の車両が入出庫するため、高島平警察署の指導を受けな

がら、入出庫時間帯には人員を配置し、誘導・運行支援を行っています。 

 

４ 今後の課題と方向性 

送迎車両の増加に伴い、以下の点を継続的な課題として捉えています。 

（１）校地内で安全に乗降できる車両台数や駐車位置、誘導方法の確定 

（２）車両の入庫から出庫までの所要時間の短縮 

（３）学校周辺道路への交通影響の最小化 

（４）歩行者や自転車利用者等の安全確保 

（５）児童・生徒一人一人の障害特性への適切な配慮 

今後も関係機関や放課後等デイサービス事業所と連携し、対策の検討と改善を続けて

まいります。 

 

 

 

【お問い合わせ】 

東京都立高島特別支援学校 

副校長 田中 美奈 

電話 03‐3938‐0415 

 


